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山本 雅行 

  

サッカーの実践研究を支部として取り組んだのは、「体育実践に新しい風を」（1993年 9月

1日初版発行大修館書店）に結実した実践でした。この実践は、当時の研究局と球技プロジェ

クトメンバーの私との共同作業でした。子どもたちがゲーム分析し課題を発見する。子どもた

ちが主体になって授業を作っていくというものでした。この本には、当時課題発見学習を子ど

も主体に行うという学習方法が実践研究で主体になっていてその成果が集約されたものでし

た。右記に示した表は、全国大会「作戦・戦術」分科会サッカーの 1990年から 2001年まで

の経過を表したものです。これは、岐阜支部の竹中が 2002年熱海大会で経過を発表したもの

です。大阪のメンバーがいかにこの分科会で大きな役割を果たしているかというのも全国の実

践研究に貢献している証拠となることと思い載せました。 

基調報告 ９本中 ３本 実践報告研究報告 ９本中 ６本。基調報告と実践報告研究報告

合わせて 18本中 9本（50％）が大阪支部のメンバーが占めています。 

上記の件は、私がこの分科会の責任者として 10年以上も関わって来ていることも決して無

関係ではありません。常連のメンバーの助けも借りながらなんとか運営できました。大阪支部

以外の基調提案や実践研究報告もそういったメンバーの支えがあったからこそでした。 

 

＊「じゃまじゃまサッカー」の誕生と全国への伝播 

 

1997に報告された辻実践報告の「まとあてサッカー」から始まった安全でサッカー学習が

誰にでも楽しく取り組める教材を開発しようという発想から今では、定番になっている「じゃ

まじゃまサッカー」が大阪球技プロジェクトによって生み出されました。 

 

＊「お祭りフットボール」 

 

 小学校で教える教材サッカーでは、「作戦・戦術」以外にも外すことのできない文化継承す

べき内容があるのではないかという思いからイギリス誕生のサッカー・ラグビーの元になった

村同士の年中行事「民族フットボール」 その楽しさの核となって今でもサッカーやラグビー

のルールに引き継がれている「オフサイド」を学習研究しようと大阪球技プロジェクトで取り

組みました。結果全国大会で若手によって実践報告提案がされました。全国の研究運動に呼応

するようにいつでも大阪は、先陣を切って実践研究をしています。 



 


